
S A I J O D A N第12号 広島城北高校サッカー部OB会　会報

は
リ
ー
ド
頼
み
ま
す
。
や
は
り
、
勝
負
は
勝
つ
と

負
け
る
と
で
は
世
界
が
全
然
違
う
と
い
う
の
は
皆

理
解
し
て
い
る
事
。
結
果
が
す
べ
て
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
努
力
の
後
「
勝
つ
」
快
感
を
部
員
ひ
と

り
ひ
と
り
に
感
じ
さ
せ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
私
も
よ
う
や
く
関
西
地
区
で
会
社
の
フ
ッ

ト
サ
ル
チ
ー
ム

M
S
F
C
を
結
成
し
、
ミ
ズ
ノ

フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
に
登
録
し
初
の
大
会
（　

中

級
レ
ベ
ル
）
へ
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
は
8
チ
ー

ム
中
、
最
下
位
。「
残
念
…
」
言
い
訳
を
少
し
、

我
が
会
社
の
チ
ー
ム
は
経
験
者
が
私
以
外
1
人
だ

け
。
サ
ッ
カ
ー
好
き
が
集
ま
っ
て
ま
す
。
こ
れ
は
、

結
果
よ
り
「
楽
し
み
」
を
追
求
で
す
。
関
西
圏
に

い
る
O
B
も
し
よ
け
れ
ば
試
合
し
ま
し
ょ
。
連
絡

く
だ
さ
い
。
最
後
に
は
な
り
ま
す
が
、
来
年
も
1

月
3
日
に
「
最
上
段
グ
ラ
ン
ド
」
で
初
蹴
り
を
行

い
ま
す
。
ま
だ
参
加
し
た
事
の
な
い
当
時
の
同
級

生
を
声
掛
け
合
っ
て
連
れ
て
来
て
下
さ
い
。
き
っ

と
宮
本
監
督
・
岩
井
コ
ー
チ
・
黒
瀬
顧
問
が
笑
顔

で
迎
え
て
く
れ
る
事
と
思
い
ま
す
。

井
上
先
生
の
「
慰
労
会
」
で
お
約
束
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
先
輩
の
方
々
、
年
よ
り
専
門
チ
ー

ム
を
構
成
し
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
お
待
ち
致
し

て
お
り
ま
す
。
で
は
、
ま
た
「
初
蹴
り
」
で
お
会

い
し
ま
し
ょ
う
。「
最
上
段
8
ケ
条
」
の
さ
わ
や
か

な
挨
拶
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
。
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※ご家族のみなさんへ：ご本人が、ご入学・ご就職・ご結婚などで不在の場合は、お手数ですが、ご本人まで、ご連絡下さい。
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広島城北高校サッカー部コーチ
岩　井　竜　彦（24回生）

みなさんこんにちは！　

ホームページのコラムでもご紹介させていただきましたが、５月１４日
に、サッカー部ＯＢ会主催で、この春に退職なさった元サッカー部顧問、
井上雅行先生の慰労会を開催いたしました。

たくさんの方にお集まりいただき、
井上先生の３８年間を賑やかに労うことができました。

恩師の先生や諸先輩方と楽しい時間を過ごし、たくさんの笑顔と出会い、
これからもしっかり走っていけるエネルギーをいただきました。

Jリーガーや海外でプレーする選手たち
が、それぞれの原点ともいえる、高校生
時代に戦った思い出深い場所（聖地）、
つまり地域に根付いたメインスタジアム
等にまつわる様々なストーリーを綴った
一冊で、広島では広域公園第一球技場
が紹介されており、そこに広島城北高校
サッカー部が登場しています。

第８７回全国高校サッカー選手権大会（２００８年度）において、
見事全国優勝を果たした広島皆実高校の地域予選初戦の相手が
広島城北高校でした。

その時の皆実高校のチーム状況が結構くわしく紹介されており、
「そんなことがあったんだ。」という感覚で
興味深く読ませていただきました。

苦戦した我々との対戦（もちろんこちらの感覚では善戦、いや、惜しい
ゲームでした…）から始まった日本一への道のりを、当時の皆実高校の
主将・監督がふり返っておられます。

それともうひとつ、

みなさんも是非手に取ってみてくださいね。

HHHHHHHHHHHHHHIIIIIIIIIIIIRRRRRRRRRRRRROOOOOOOOOOOOOO HHHHHHIIIMMMMMMMMMMMMMMAAAAAAAAAAAAOOOOOOOOOOOOOSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSHHHHHHHHHHHHHH
SSSSSSSSSSSS RRRRRRRRRRSSSSSSSSSSSSSOOOOOOOOOOOOOOOCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCEEEEEEEEEEEEEERRRRRRRRRRRRR「広島皆実、全国制覇の“裏物語”」「広島皆実、全国制覇の“裏物語”」

井上先生、本当にありがとうございました。

みなさんこの本をご存じでしょうか？

最上段に帰り20年が過ぎた。

この20年間何をしてきたのか…
何を生徒たちに伝えたかったのか

自分も苦しかったとき、助けてくれる仲間がいた
そんな仲間が最上段でできたらいいなと

自分勝手に生きるのでなく
せめて、身近な仲間には認められ
共に成長してほしいと

俺もたくさんの仲間に認められるように成長していこう。
『教え子』という仲間も大勢になったし…

俺も
まだまだ、成長するよ！

文化勲章を受章した彫刻家の平櫛田中さんは
100歳の時
50年分の木彫用の木材をまとめ買いしたらしい

若い頃のノートには、“仲間”を作ってほしいと書いてある。

広島城北高校サッカー部監督
宮本　誠（19回生）

あっという間に20年あっという間に20年

広
島
城
北
学
園
・
最
上
段
を
卒
業
し
て
15
年
、
学
校
・

グ
ラ
ン
ド
を
訪
れ
る
こ
と
も
正
月
の
初
蹴
り
に
参
加
す
る

と
き
の
み
で
し
た
が
、
今
年
息
子
が
広
島
城
北
中
学
校

へ
入
学
し
、
ま
た
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
部
す
る
と
い
う
こ
と

で
、今
後
学
園
を
訪
れ
る
機
会
が
増
え
る
事
と
思
い
ま
す
。

息
子
の
入
学
式
前
に
入
学
説
明
会
へ
一
緒
に
参
加
し
ま

し
た
が
、
入
学
説
明
会
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
広
島
城

北
サ
ッ
カ
ー
部
に
つ
い
て
、思
っ
た
事
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
め
は
、
自
分
を
支
え
て
く
れ
た
仲
間
た
ち

に
つ
い
て
。

５
年
前
に
起
業
し
ま
し
が
、
そ
れ
以
来
陰
な
が
ら
い

ろ
い
ろ
と
支
え
て
く
れ
て
い
る
の
は
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
先

輩
・
同
期
で
あ
る
こ
と
。
今
と
は
違
い
広
島
県
大
会
出
場

が
目
標
で
あ
り
、
強
い
チ
ー
ム
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
自
分
た
ち
の
サ
ッ
カ
ー
で
挑
戦
し
て
い
く
と
い
う
目

標
の
中
で
築
か
れ
た
信
頼
関
係
・
価
値
観
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。

自
分
た
ち
を
支
え
て
い
た
の
は
、「
い
い
サ
ッ
カ
ー
」

を
求
め
る
チ
ー
ム
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

事
実
、
同
期
に
会
う
と
（
勝
て
な
い
チ
ー
ム
だ
っ
た

け
ど
）「
自
分
た
ち
が
弱
い
チ
ー
ム
だ
っ
た
と
は
、
思

っ
た
こ
と
な
い
。」
と
い
う
話
に
な
り
ま
す
。

ふ
た
つ
め
は
、
最
上
段
で
プ
レ
ー
す
る
息
子
に
。

今
年
も
こ
の
時
期
に
な
っ
た
の
か
～
と
ふ
と
書

い
て
い
る
今
日
は「
父
の
日
」。
周
り
を
見
渡
す
と
、

家
に
い
る
の
は
…
私
一
人
。
長
男
は
ク
ラ
ブ
で
試

合
に
、
娘
二
人
は
「
バ
ト
ン
」
の
大
会
出
場
。
せ

め
て
、
娘
の
大
会
「
入
賞
」
が
父
の
日
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
…
。
こ
れ
か
ら
5
年
後
10
年
後
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
や
ら
…
先
日
、
私
た
ち
の
現
役
時
代

の
時
の
監
督
だ
っ
た
「
井
上
先
生
」
の
退
職
を
祝

う
「
慰
労
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
会
に
は
、

ほ
ん
と
懐
か
し
の
先
輩
諸
氏
が
そ
ろ
い
踏
み
で
、

私
も
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
当
時
の
コ
ー
チ
で
あ

っ
た
「
岡
光
さ
ん
　
東
洋
工
業
（
現
マ
ツ
ダ
）」
も

来
ら
れ
て
お
り
、
本
当
に
約
28
年
ぶ
り
に
お
会
い

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
先
輩
諸
氏
の
方
々
の
中

に
は
、
ほ
ん
と
見
か
け
だ
け
で
す
が
井
上
先
生
よ

り
「
年
上
」
に
見
え
て
し
ま
う
先
輩
も
い
た
り
で

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
田
辺
（
元
校

長
）
の
酔
っ
払
い
の
饒
舌
状
況
も
あ
り
で
あ
と
は
、

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
今
年
は
皆
様
も
御
存

じ
の
通
り
3
月
11
日
に
「
東
日
本
大
震
災
」
が
起

こ
り
ま
し
た
。
私
も
仕
事
柄
色
々
な
現
地
の
状
況

31
回
生　

平
岡
　
栄
作

「
最
上
段
に
よ
せ
て
」

や
ヘ
ル
プ
に
行
っ
た
、
会
社
の
後
輩
達
よ
り
様
々

な
情
報
が
入
っ
て
来
ま
し
た
。
本
件
が
「
人
災
な

の
か
?
天
災
な
の
か
?
」
私
は
原
因
等
を
軽
々
し

く
コ
メ
ン
ト
で
き
る
立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
が

ひ
と
つ
言
い
た
い
事
が
あ
り
ま
す
。

「
リ
ー
ダ
ー
は
前
例
な
く
と
も
決
断
す
る
時
は

し
て
ほ
し
い
。」
と
い
う
事
で
す
。

色
々
、
こ
の
震
災
を
通
じ
て
思
う
こ
と
は
あ
り

ま
す
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

震
災
後
、
テ
レ
ビ
の
画
面
を
通
じ
て
病
院
の
屋

上
や
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
等
に
「
H
E
L
P
」「
食

料
」
等
の
文
字
が
か
か
れ
て
い
る
場
面
を
皆
様
も

見
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
思
っ
た
の
が

取
材
ヘ
リ
か
ら
必
要
な
も
の
を
「
落
と
せ
よ
!!
」。

あ
と
で
知
っ
た
の
は
「
違
法
」
と
い
う
事
。
し
か

し
、
ア
メ
リ
カ
の
ヘ
リ
が
あ
る
学
校
へ
理
由
を
つ

け
て
着
陸
し
「
救
援
物
資
支
給
」。「
な
ん
で
や
ね

ん
!!
」
ア
ホ
く
さ
～
と
本
当
に
思
い
ま
し
た
。
現

在
、
3
ケ
月
経
過
し
て
も
こ
の
有
様
。
本
気
で
被

災
者
対
応
（　

原
発
含
め
）
を
進
め
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
身
内
・
友
人
・
知

人
は
大
丈
夫
で
し
た
か
?
さ
て
、
今
年
の
高
校
総
体

予
選
で
は
残
念
な
が
ら
2
回
戦
で
広
島
学
院
に
P
K

で
敗
退
。「
う
～
ん
…
」
結
果
は
、
真
摯
に
受
け
止

め
現
役
が
し
っ
か
り
結
果
が
出
せ
る
様
に
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
広
島
城
北
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
O
B
会
長

19
回
生
　
吉
川
　
英
司

=

=
=

=

息
子
に
「
努
力
す
る
才
能
が
一
番
の
才
能
で
あ

る
。」
と
い
う
こ
と
を
最
上
段
で
実
感
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

自
分
の
納
得
す
る
ま
で
、
一
生
懸
命
サ
ッ
カ
ー
を

し
て
も
ら
い
た
い
。

自
分
自
身
、
最
上
段
で
の
経
験
が
、
現
在
の
自
分
の

努
力
す
る
源
で
あ
る
こ
と
は
、
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

最
上
段
が
、
こ
れ
か
ら
も
サ
ッ
カ
ー
部
・
部
員
た
ち

の
歴
史
・
思
い
を
ず
っ
と
見
守
る
グ
ラ
ン
ド
で
あ
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
自
分
に
最
上
段
で
の
経
験
さ
せ
て
く
れ
た

い
ろ
い
ろ
な
人
に
感
謝
。

今
、
感
じ
る
こ
と
。


